
［日本］

42,461百万円

百万円

（前年同期比 91.4％）

［欧州］

27,583百万円
（前年同期比 99.8％）

［アジア・その他］

55,282
（前年同期比 94.2％）

［北米］

19,790百万円
（前年同期比 95.4％）

Japan

North America

Europe

Asia & Others

13.6%

29.3%
19.0%

38.1%

業績ハイライト

売上高のセグメント別構成比

売上高の地域別構成比

（前年同期比　94.5％）
145,116百万円

85.2%

2.5%

12.3%

成形部品、金型等

その他

ハンディターミナル、電子レジスター、
経営支援システム、
データプロジェクター等

システム

17,828百万円
（前年同期比　93.5％）

売上高

合計

3,635百万円
（前年同期比　94.3％）

売上高

ウオッチ、クロック、電子辞書、
電卓、電子文具、電子楽器等

コンシューマ

123,653百万円
（前年同期比　94.7％）

売上高

業績のご報告 PERFORMANCE REPORT

科目
第2四半期連結累計期間

2018年度 2017年度
経営成績

売上高 （百万円） 145,116 153,528

営業利益 （百万円） 14,784 14,639

経常利益 （百万円） 14,383 13,654

親会社株主に帰属する
四半期純利益 （百万円） 11,112 9,953

1株当たり
四半期純利益 （円） 45.11 40.41
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当第2四半期連結累計期間の業績概要

通期の業績見通し

当上半期における内外経済は、日本や米国では雇用環
境の改善と底堅い個人消費を背景に堅調に推移し、欧州
も緩やかな回復基調で推移しました。一方、米中間の貿易
摩擦に対する懸念への高まりや新興国通貨の下落など世
界経済の不透明感は増しております。

この環境下、当第２四半期連結累計期間の売上高は、新
興国通貨安の影響等もあり、前年同期比５．５％減の 
１,４５１億円となりました。セグメント別内訳は、コンシュー
マが１,２３６億円、システムが１７８億円、その他が３６億円と
なりました。

時計は第１四半期に引き続き「Ｇ-ＳＨＯＣＫ」の初号機
５０００シリーズ初のフルメタル仕様モデル『ＧＭＷ-Ｂ５０００』
などの新製品が国内を中心に好調に推移しました。また、
中国でも「Ｇ-ＳＨＯＣＫ」が引き続き好調に推移しました。電

卓は海外で学生向けに関数電卓が好調に推移し、今後拡
大が期待できるインドネシアとの関係も強化しました。

損益につきましては、営業利益はコンシューマが１８２億
円、システムが０．６億円、その他が２億円、調整額が△３７億
円で前年同期比１．０％増の１４７億円となりました。

時計は収益性の高い新製品の販売が好調に推移し高収
益性を維持、電卓は海外で関数電卓が好調に推移し収益
性を維持、楽器は構造改革効果で赤字を改善しました。シ
ステムは構造改革推進中のプロジェクターは赤字となって
おりますが、それ以外の製品の寄与により黒字を確保しま
した。また、経常利益は１４３億円（対前年同期比５．３％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利益は１１１億円（対前年
同期比１１．６％増）、１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）は４５円
１１銭と改善しました。

代理店網の再編・再整備に伴う一時的な売上減少、新興
国通貨安の影響、新規事業の見直しなどにより、2018年
５月９日に公表した2019年３月期の通期連結業績予想の
売上高３,４００億円から３,２００億円に修正いたします。

当グループは今後も全世界で通用する独自技術を生か
した新製品の積極的な世界展開により、長期的視点に立っ
た収益力強化、経営・財務体質強化に取り組みます。

2018年度通期業績見通し（連結）

売上高 3,200億円 （前期比 101.7％） 

営業利益 350億円 （前期比 118.4％） 

経常利益 330億円 （前期比 114.9％） 

親会社株主に帰属する
当期純利益 230億円 （前期比 117.6％） 
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